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～あいサポート企業・団体の皆さまへ、あいサポーターの活動やボランティア募集、障がい福祉に関する情報をお届けします～

イベント情報

◆障がいのある人が地域で暮らすためのシンポジウムの開催について◆

～障がいのある人々が地域で安心して暮らすには？～
みんなみんな言いたいことがあるんだよ。
知ってほしいこともあるんだよ。
本音で話をしてみよう そんな話を聞いてみよう！！
仕事や作業ばかりじゃなくてみんなで楽しいことを
やってみよう。
そんな思いで開催します。

日時、内容：平成２９年11月３日（金）
１０：３０～正午 シンポジウム
１３：００～１４：３０ ファッションショー、

コンサート
会 場：米子コンベンションセンター小ホール
お問合せ先（電話）：ＮＰＯ法人地域活動支援センターおおぞら

（0859-23-0825）

＊＊皆さん見に来て、聞きに来て、次はあなたも出てみませんか＊＊

◆中部あいサポートフェスタ2017（旧：障がいフォーラム）開催について◆

障がいのある方が主役となる機会を作るとともに障がい福祉サービ
ス事業所の取り組みを紹介することで、障がいのある方やその家族、
関係機関、その他広く地域住民に対し障がい福祉への理解を深める
ことを目的に開催します。

日 時：平成29年12月10日（日）10時～15時
会 場：倉吉未来中心 アトリウム・セミナールーム３
内 容：ステージパフォーマンス、ワークショップ

（折り紙・カード作り）、クイズラリー、
出店販売など

お問い合わせ先
中部圏域障がい者地域自立支援協議会事務局
（中部障がい者地域生活支援センター）

電話：0858‐26‐2346
FAX：0858‐26‐2300
E-mail：zaitaku@med-wel.jp

が

mailto:zaitaku@med-wel.jp


お知らせ

【問合せ先】 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 福祉振興部
電話：0857(59)6344 FAX：0857(59)6340 Eﾒｰﾙ：vc＠tottori-wel.or.jp

※掲載した情報等の詳細については、鳥取県社会福祉協議会へお問い合わせください。
また、障がい福祉に関するイベント等の情報提供をいただければ幸いです。

新たに１５の企業・団体が“あいサポート企業・団体”に認定されました！

有限会社こおげ農業開発センター、漁師一家 三幸丸、株式会社ノーブルライフ、
社会福祉法人遊歩、全一秦観光、株式会社SOLA、NPO法人サポートイルカ、
一般社団法人大山観光局、株式会社朝野家、すまいる訪問看護リハビリステーション、
株式会社伯耆のきのこ、株式会社三城 明石神戸地区

認定番号順/平成29年6月1日～平成29年9月末現在）

あいサポーター、あいサポート企業・団体の現況
平成２９年９月末現在

◆ あいサポーター：３８７，４２０人◆

（鳥取 69,659人、島根 36,315人、広島 174,514人、長野 49,311人、奈良 17,432人、

埼玉（富士見市、三芳町、秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町) 5,778人、山口 13,260人、

岡山 17,791人、和歌山 2,752人、登別市 608人）

◆ あいサポート企業・団体：1,470企業・団体◆

（鳥取 358、島根 161、広島 567、長野 98、奈良 55、埼玉 5、山口 108、岡山 91、

和歌山 9、登別市 18）

◆鳥取県民みんなで進める障がい者が暮らしやすい社会づくり条例
愛称『あいサポート条例』が制定されました

鳥取県ではこれまで、人々が互いに尊重し合う社会づくりを進める中で、障がい者が
困っている時にちょっとした手助けをする「あいサポート運動」、障がい者福祉サー
ビスの充実、手話言語条例の制定など、様々な取り組みを重ねてきました。
こうした取り組みを更に県民みんなで進めていくことで、障がい者が地域社会の

中で自分らしく安心して生活できるよう、「鳥取県民みんなで進める障がい者が暮ら
しやすい社会づくり条例」（愛称：あいサポート条例）を制定しました。

≪５つの基本的な考え方≫
あいサポート条例は、障がい者が暮らしやすい社会づくりに向けて、大きく５つの柱を設
けています。
１．障がい者への理解とあいサポート運動の推進
２．障がい者差別の解消
３．障がいの特性に応じたコミュニケーション手段の充実と情報アクセシビリティの保障
４．災害時における障がい者支援
５．障がい者の自立と社会参加の推進

H29.9.16（土）
あいサポート条例制定記念フォーラム

あいサポート条例啓発用
パンフレット・リーフレット


